





The purpose of this study was to develop a dietary education program for
 
preschool children and their parents.First,we performed a participation-type
 
dietary education program in a selected preschool from 2006 to 2012.Once the
 
children were taught about what constitutes a suitable diet,most al of them could
 
make a suitable diet in games.However,they could not make one in the same
 
games in the folowing term,as they could not fuly internalize the knowledge about
 
suitable diets.By questionnaire of 83 parents and 21 child care staff,it was
 
demonstrated that the less person understands the meaning of“shokuiku”,eats a
 
suitable diet,and knows about traditional food.Based on these results,we aim to
 
develop a continuous dietary education program for preschool children and their
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３歳児 介入前 2.1±3.2 2.9±2.3 2.7±2.2
介入後 7.1±3.0 4.0±3.2 7.3±2.3
４歳児 介入前 1.4±2.6 2.5±1.8 2.9±2.3
介入後 5.3±3.3 6.1±3.1 7.9±1.9
５歳児 介入前 2.7±3.8 3.3±2.2 4.6±3.2







食育を積極的に行っている 22.8％ 58.8％ 71.4％
食育をもっと行いたい 74.7％ 41.2％ 28.6％
食育はあまり行っていない 2.5％ 0.0％ 0.0％









意味は知らなかった 32.5（27) 9.5（ 2)
言葉も意味も知らなかった 1.2（ 1) 0.0（ 0)
Ｑ２．「食育」に関心があるか
関心がある 47.0（39) 85.7（18)
どちらかといえば関心がある 50.6（42) 14.3（ 3)
どちらかといえば関心がない 2.4（ 2) 0.0（ 0)
関心がない 0.0（ 0) 0.0（ 0)
わからない 0.0（ 0) 0.0（ 0)
Ｑ３．朝食喫食状況
ほとんど毎日食べる 86.7（72) 81.0（17)
週に４～５日食べる 6.0（ 5) 9.5（ 2)
週に２～３日食べる 2.4（ 2) 0.0（ 0)
ほとんど食べない 4.8（ 4) 9.5（ 2)
Ｑ４．主食・主菜・副菜を揃えて食べるか
『朝食』
ほとんど毎日食べる 31.3（26) 42.8（ 9)
週に４～５日食べる 14.5（12) 14.3（ 3)
週に２～３日食べる 18.1（15) 14.3（ 3)
ほとんど食べない 31.6（30) 28.6（ 6)
『昼食』
ほとんど毎日食べる 60.3（50) 71.4（15)
週に４～５日食べる 10.8（ 9) 23.8（ 5)
週に２～３日食べる 18.1（15) 0.0（ 0)
ほとんど食べない 10.8（ 9) 4.8（ 1)
『夕食』
ほとんど毎日食べる 75.9（63) 52.4（11)
週に４～５日食べる 16.9（14) 23.8（ 5)
週に２～３日食べる 4.8（ 4) 19.0（ 4)
ほとんど食べない 2.4（ 2) 4.8（ 1)
Ｑ５．食生活上の指針等について知っているか（複数回答)
食事バランスガイド 47.0（39) 61.9（13)
食生活指針 12.0（10) 14.2（ 3)





参考にしていない 50.6（42) 33.3（ 7)
Ｑ７．伝統食・行事食について知っているか
ほとんど知っている 12.1（10) 19.0（ 4)
どちらかといえば知っている 56.6（47) 62.0（13)
どちらかといえば知らない 27.7（23) 19.0（ 4)
ほとんど知らない 3.6（ 3) 0.0（ 0)
Ｑ８．伝統食・行事食を家庭で食べるか
よく食べる 14.5（12) 33.3（ 7)
どちらかといえば食べる 50.6（42) 42.9（ 9)
どちらかといえば食べない 30.1（25) 23.8（ 5)




































































男性 1.2（ 1) 0.0（ 0)
女性 98.8（82) 100.0（21)
Ｑ10．年齢
20－24歳 1.2（ 1) 9.5（ 2)
25－29歳 13.3（11) 23.8（ 5)
30－34歳 31.3（26) 9.5（ 2)
35－39歳 45.8（38) 4.8（ 1)
40－44歳 4.8（ 4) 9.5（ 2)
45－49歳 3.6（ 3) 23.8（ 5)
50－54歳 0.0（ 0) 14.3（ 3)
55－59歳 0.0（ 0) 0.0（ 0)
60－64歳 0.0（ 0) 4.8（ 1)
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予定の食育だよりを通して、食育の意味やバラン
スの良い食事について学べるものとし、地域食、
伝統食などについても試食会などを設けながらレ
シピを提供していきたいと考えている。プログラ
ムは園児とその保護者を対象としたものであるが、
保育士や調理員への食育支援活動も、今まで同様
に継続していきたいと思う。
今後は、目標の達成度や食行動の変容から、食
育の効果を検証し評価を行い、必要に応じてプロ
グラムを改良していきたいと考えている。
４．まとめ
本研究では、平成18年より行ってきた食育支援
活動の結果と、平成24年に行った「食育に関する
調査」の結果をもとに、今後の食育支援活動の目
標を設定し、目標の達成度や食行動の変容から食
育の効果を検証できる食育プログラムの開発を試
みた。具体的な数値として設定した目標の達成度
や食行動の変容から、プログラムの評価を行い、
必要に応じて改良していきたいと考えている。
謝辞
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表４ 食育支援活動の目標
目的 『望ましい食生活の実践』
学習目標
園 児：①食材や調理する人に感謝の気持ちをもつ子どもを100％にする
②給食は主食、主菜、副菜を揃えたバランスのよい食事であることを理解
する（５歳児で目標値：80％以上）
保護者：①食育の意味を理解する（現状値：66.3％、目標値：80％以上）
②栄養バランスについて理解し、バランスガイド等を参考にする者の割合
を増加させる（現状値：49.4％、目標値：70％以上）
③伝統食についての知識を深める（現状値：68.7％、目標値：80％以上）
行動目標
園 児：①給食や家庭での食事を残さず食べる子どもの割合を増加させる
(現状値：65.0％、目標値：80％以上）
保護者：①主食、主菜、副菜を揃えた食事を提供する者の割合を増加させる
(現状値：55.8％、目標値：70％以上）
②伝統食を食べる者の割合を増加させる
(現状値：65.1％、目標値：80％以上）
表５ 食育支援活動年間プログラム
園児向けの食育支援活動 親子参加型 保護者向けの食育支援活動
４月 給食を主食・主菜・副菜に分類（毎日） 食育だよりの発行（12回／年)
５月 栽培学習の支援（園庭利用／９月頃まで） 食育に関するアンケート実施
６月 食農学習（親子食育ツアー／日帰り）
７月 体験型学習：クッキング①
８月 食育ゲーム大会（親子参加型）
９月 体験型学習：クッキング②
10月 郷土料理を学ぶ（親子参加型）
（鮭のチャンチャン焼き・石狩鍋など）
11月 アンケート調査（感性・意識調査）
12月 体験型学習：クッキング③
１月 伝統食を学ぶ（親子参加型）
（おせち料理や行事食）
２月 体験型学習：クッキング④
３月 卒園児対象の学習評価
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